
【新規】児童虐待の根絶に向けて 
「子ども家庭支援センター」の組織化

◇事業目的

 平成30年度に品川区役所へ通告があった児童虐待相談件数は、5年前と比べて約1.5倍も

増加し、その件数は年々増加傾向にある。令和6年度の区立児童相談所の開設を見据えて、

児童相談体制の再編、強化が急務となっている。 

 そこで新たに「子ども家庭支援センター」（課）を組織化し、虐待等相談担当の一元化や

警察との連携を強化する。 

◇事業内容 

1．センターの概要

  (1)所在地  二葉1-7-15 

  (2)設 備  事務室、相談室×3、会議室、プレイルーム ほか 

2．虐待等相談対応の一元化  

  これまで、子ども育成課児童相談担当と品川区子育て支援センターで受理・対応してい

た虐待相談などの児童家庭相談を、「子ども家庭支援センター」において一元的に対応す

る。（品川区子育て支援センターは、子育てに関する相談に応じるほか、引き続きショー

トステイ、トワイライトステイなどを実施） 

3．職員の増員（福祉職・心理職）

区立児童相談所の開設に向けて、児童福祉司・児童心理司の確保・育成が不可欠である

ことから、福祉職・心理職を増員し、OJTや研修をとおして職員の育成を図る。 

◇事業予算  ５４，９５５千円

  （内訳）  児童相談事業費  10,238千円 

センター運営費  44,717千円 

◇連携事業

  （仮称）区立児童相談所の開設に向けて（子ども育成課） 

問い合わせ：子ども未来部  児童相談担当課長 電話 03-6421-5241 

子ども家庭支援センター

Copyright INCREMENT P CORP.
Copyright ShinagawaCity.Allrights reserved 
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（仮称）品川区立児童相談所 

整備計画地 

東京都品川児童相談所 

品川消防署 

品川保健センター 

品川健康センター 

Copyright INCREMENT P CORP.
Copyright ShinagawaCity.Allrights reserved 

区立児童相談所の開設にむけて

◇事業目的

地域の子どもの健やかな育ちを守る体制をさらに強化するため、令和6年度（仮称）品川

区立児童相談所の開設に向けて準備を進める。 

◇事業内容

1．新たな児童相談行政のあり方を検討 

 児童相談所設置自治体を参考に、児童相談所の業務・組織体制など、区の特性を生かし

た児童相談行政のあり方について検討を進める。 

2．職員の資質向上 

 東京都児童相談所等への職員派遣を通じて、児童福祉司・児童心理司候補者をはじめと

する職員の資質向上を図る。 

3．施設の整備 

 子供の森公園（北品川3-10）の一部敷地を活用して区立児童相談所の建設工事を行う。 

◇事業予算   １，１１３，９０２千円

  （内訳）   本体工事費等    1,111,800千円 

 その他       2,102千円 

◇連携事業

 児童虐待の根絶に向けて 「子ども家庭支援センター」の組織化 

問い合わせ：子ども未来部  児童相談所移管担当課長 電話 03-6421-5245 
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子どもの食の支援をきっかけに家庭への支援へ 
～ガバメントクラウドファンディングを継続実施～

◇事業目的

 子どもたちに元気な未来を届けるため、子ども食堂の運営支援と、子ども食堂等に来られ

ない家庭に食品を直接配送する「しあわせ食卓事業」を継続実施していく。食の支援をきっ

かけに生活困窮家庭の就労支援、学習支援、住宅入居支援等につなげ、最終的に自立を目指

す。 

また、子どもの食の支援事業をさらに進めるため、ふるさと納税制度を活用した「ガバメ

ントクラウドファンディング2020」を行い、地域の理解を深め、企業参加を推進する。 

◇事業内容

1．子どもの食の支援事業 

(1)子ども食堂の継続支援 

孤食対策や子どもの居場所として期待できる子ども食堂について、地域や企業へ啓発

をし、理解を深め、資金や食品の支援の輪を広げていく。（現在、区内24カ所で開設） 

(2)しあわせ食卓事業 

①ひとり親家庭を中心に、そのほか 18 歳未満の子どもを 3 人以上養育している特別

区民税非課税家庭等を対象に、食の支援を求めている家庭に食品配送を行う。 

②食品配送をきっかけに、実態把握をし、就労支援、学習支援、住宅入居支援等、よ

り効果的に対象家庭へアプローチする。 

2．ガバメントクラウドファンディング 

子どもの食の支援をより充実させるため、今年度に引き続きガバメントクラウドファン

ディングを行う。令和2年度の目標額は500万円。(平成31年度寄付金額：5,573,073円)

◇事業予算   ５，０８５千円 

（内訳）       子ども応援基金への補助         1,000千円 

       しあわせ食卓事業（食品配送代、訪問調査）3,157千円

              ガバメントクラウドファンディング       928千円 

問い合わせ：子ども未来部  子ども家庭支援課長 電話 03-5742-6383 

GCF寄付者の応援メッセージの抜粋 

●品川区の取り組みを応援しています。

●素晴らしい事業だと思います。

●子どもたちの笑顔を見続けたいです。

●特に地元の多くの人に知っていただ

くのにもいい取り組みだと思います。

●あたたかい企画をありがとう。

●子ども食堂がもっと増えてほしい。

●この事業を知り涙が出そうでした。

●区が寄り添ってくれていることを

実感できてうれしいです。

食品配送申請者メッセージの抜粋 

-45-



【新規】食の支援を通じた自立支援の充実へ 

フードパントリーの立ち上げ支援 

◇事業目的

生活困窮者への食の支援をきっかけに、自立に向けた支援を総合的に展開するために、フ

ードパントリー（※）事業の立ち上げ支援を行う。食料の提供を行う中で、顔のみえる関係

をつくり、生活相談を受けられるようにする。相談から見えた課題に対し、民間団体と区が

協働し、連携しながら、生活困窮者に寄り添い、自立に向けた支援を行う。 

※フードパントリー…食の中継地点。経済的困窮により、食料支援を必要としている個

人・家族に直接、食品を提供する活動を指す 

◇事業内容 

1．フードパントリー事業の立ち上げ支援 

区は、フードパントリーの運営ノウハウを持っている事業者と協力し、民間団体が区内

に「フードパントリー」を設置するための立ち上げ支援を行う。

立ち上げ支援の費用は初年度のみ。東京都補助金を活用予定。 

2．都内フードパントリーへの紹介状の発行 

品川区暮らし・しごと応援センター（生活困窮者自立支援相談窓口）に相談にきた生活

に困っている区民が、食料の支援を受けることで自立を図ることができると判断できた場

合、区は区内フードパントリー事業がスタートするまでの間、都内にあるNPOのフードパ

ントリー拠点の紹介状を発行し、食の支援を受けられるようにする。 

◇事業予算   ５，８１０千円

  （内訳）   フードパントリー立ち上げ支援にかかる費用 5,000千円 

フードパントリー利用料           810千円 

問い合わせ：福祉部  生活福祉課長 電話 03-5742-6712 
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区立保育園の改築・民営化 
～安心で良好な保育環境へ～

◇事業目的

 区立保育園は昭和 30～40 年代に開設した園が多く、ほとんどの施設が開園当初の園舎を

適宜改修しながら使用しており、施設の老朽化が進んでいる。施設の耐用年数等を考慮し、

計画的な大規模改修・改築を実施する。また、民間活力の活用、財政負担の低減を図るため、

区立保育園の民営化（運営業務委託）を行う。 

◇事業内容 

1．区立保育園の改築 

老朽度、改修履歴、併設施設等を考慮し、移転先や代替地を確保しながら大規模改修・

改築を実施する。 

2．区立保育園の民営化 

区立保育園は乳幼児教育の中核をなすため、民営化の効果等について十分に検証しなが

ら段階的に推進する。当面は 5園（1年あたり1園）を運営業務委託の手法により民営化

を実施する。令和3年度から開始する、三ツ木保育園の民営化開始に向けた引継ぎを進め

る。 

3．スケジュール  

◇事業予算   １，５４３，８８４千円

（内訳）    八潮西保育園                                   545,881千円 

          三ツ木保育園                                    72,955千円 

南ゆたか・一本橋保育園                        560,697千円 

東大井・大井保育園                          361,821千円 

         民営化調査検討経費               2,530千円 

問い合わせ：子ども未来部  保育施設調整担当課長 電話 03-5742-6037 
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高まる保育ニーズへの対応 
私立保育園の新規開設支援等

◇事業目的

区では、私立保育園の新規開設等を継続的に実施することにより、平成22年度から平成31

年度までに7,929人の受け入れ拡大を実現し、待機児童数は平成31年4月に12人まで減少し

た。しかし、乳幼児の人口や入園申込者数は引き続き増加傾向にあり、保育ニーズはさらに高

まる見込みであるため、事業者に開設経費を補助する等の支援を引き続き実施していく。 

◇事業内容 

1．私立認可保育園 開設経費補助（令和3年度開設） 

国・東京都の事業を活用し、事業者が支払う経費の一部を補助する。 

(1)施設整備等補助  対象経費上限：保育所の定員規模により設定（補助率：15/16） 

(2)開設前家賃補助  対象経費上限：１施設あたり4,100万円（補助率：7/8） 

2．認証保育所から認可保育園への移行支援（令和3年度移行） 

  東京都独自の基準により認証された認証保育所が、認可保育園へ移行するにあたり、認可

基準を満たすために必要となる既存施設の改修経費等の一部を補助する。 

  対象経費上限：１施設あたり3,200 万円（補助率：3/4） 

◇事業予算   ２，３７４，１７９千円

  （内訳）   認可保育園開設経費補助（9園）   2,350,179千円 

 認可保育園への移行支援（1園）     24,000千円 

＜参考＞

1．令和2年度 新規開設等認可保育園定員数 669人 

項目 定員数 施設数/名称 開設時期 

私立認可保育園 669人 10園 

69人 （仮）アソシエ旗の台保育園 4月 

73人 （仮）キッズガーデン五反田駅前 4月 

73人 （仮）キッズラボ中延園 4月 

90人 （仮）こころしながわひがしおおい保育園 4月 

61人 （仮）さくらさくみらい御殿山 4月 

69人 （仮）しなおおコスモ保育園 4月 

30人 （仮）ニチイキッズむさしこやま保育園 4月 

60人 （仮）はぐはぐキッズ二葉 4月 

84人 さんさん森の保育園戸越公園 ※ 4月 

  60人  （仮）クオリスキッズ大井町 11月 

※さんさん森の保育園戸越公園は、認証保育所から認可保育園への移行 

2．令和3年度 新規開設等認可保育園定員数 800人 

(1) 私立認可保育園開設                      定員数：720人、施設数：9園 

(2) 認証保育所から認可保育園への移行   定員数： 80人、施設数：1園 

 ※施設名称、開設時期はいずれも未定 

問い合わせ：子ども未来部  保育支援課長 電話 03-5742-6540 
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【新規】私立保育園における園庭等の整備を支援

◇事業目的

 近年、区内における私立認可保育園は賃貸物件での新規開設が多く、用地の不足等により

園庭の設置が困難なケースが増えている。また、賃貸物件における屋上等の活用については、

現行の国・東京都の補助制度の対象外となっており、保育事業者の費用負担が大きく、活用

推進上の障害になっている。 

このような状況を踏まえ、賃貸物件を活用した私立認可保育園の園庭や水遊びスペース

の整備を支援し、私立認可保育園における園庭等の設置を推進する。 

◇事業内容 

私立認可保育園の外構工事のうち、現行の国・東京都の助成事業において助成対象外と

なっている賃貸物件での園庭等の整備費用について、区が補助を行う。 

1．補助対象 

  園庭（屋上園庭を含む）や水遊びスペースの設置に係る遮熱性人工芝、日よけシェード、

転落防止柵等の施設整備費用 

2．補助限度額 

１施設あたり300万円

◇事業予算   １５，０００千円

  （内訳）   3,000千円×５園 

問い合わせ：子ども未来部  保育支援課長 電話 03-5742-6540 

（屋上園庭・イメージ） 
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学校と幼稚園の改築 
～安全・安心で良好な教育環境に向けて～

◇事業目的

 学校などの教育施設は、児童・生徒・園児が一日の大半を過ごす学習・生活の場となると

同時に、災害時には地域住民の避難所となるため、その安全性の確保は重要である。また、

近年は就学人口が急速に増加しており、教室不足への備えも必要であることから、学校およ

び幼稚園施設を改築し、安全・安心で良好な教育環境を推進する。 

◇事業内容 

1. 芳水小学校 

令和元年度に引き続き、外構を含む改築工事を行う。（5月：竣工） 

2. 城南小学校および城南幼稚園 

令和元年度に引き続き、既存校舎解体・外構工事を行う。（令和3年1月：竣工） 

3. 後地小学校 

令和元年度に引き続き、校舎改築工事を行う。竣工後、外構工事を行う。 

（8月：校舎改築工事 竣工、令和3年1月：外構工事 竣工） 

4. 鮫浜小学校 

令和元年度に引き続き、校舎改築工事を行う。（令和3年7月：校舎改築工事 竣工） 

5. 浜川小学校および浜川幼稚園 

8月より校舎・園舎改築工事に着手する。(令和3年度に園舎、令和5年度に校舎竣工) 

6. 第四日野小学校 

改築工事に伴う実施設計を行う。令和3年度からの改築 

工事に備え、既存プール解体等の準備工事を行う。 

7. 浜川中学校 

改築工事に伴う基本設計を行う。（令和3年度に実施設計） 

8. 今後の改築に向けての調査検討 

 源氏前小学校・城南第二小学校・鈴ケ森小学校について、 

整備計画等の検討を行う。  

◇事業予算     ５，９７０，６７４千円

（内訳）芳水小学校     1,043,612千円   浜川小学校・幼稚園 1,409,701千円 

    城南小学校・幼稚園  523,881千円   第四日野小学校    345,636千円 

後地小学校     1,358,098千円   浜川中学校      112,800千円 

鮫浜小学校    1,152,946千円   調査検討費       24,000千円 

問い合わせ：  

（学校について）教育委員会事務局  学校施設担当課長 電話 03-5742-6045 

（幼稚園について）子ども未来部  保育施設調整担当課長 電話 03-5742-6037 

鮫浜小学校完成予想図 
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